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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
３
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

理
事
会
・
常
任
理
事
会
で
は
、

北
海
道
商
工
連
盟
（
以
下
道
商
工

連
）と
同
協
同
組
合（
以
下
協
同
組

合
）
の
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

と
決
算
・
会
計
監
査
報
告
、
２
０

２
３
年
度
事
業
方
針（
案
）と
予
算

（
案
）を
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、統
一
自
治
体
選
挙
な
ど
で

当
選
の
議
員
を
道
商
工
連
相
談
役

と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。内
訳
は
、道
議
会
議
員
35

名
、札
幌
市
議
会
議
員
17
名
、北
広

島
市
議
会
議
員
２
名
、
石
狩
市
議

会
議
員
１
名
で
す
。

　

事
業
報
告
と
事
業
方
針（
案
）は

事
前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、お
お
ま

道
商
工
連
・
同
協
同
組
合
の
総
会
は
６
月
30
日

理
事
会
で
議
案
承
認
、会
員
拡
大
に
全
力
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対
話
型
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
比
べ
て
み
た
（
３
面
）：
７
月
20
日
は
中
小
企
業
の
日
（
４
面
）

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ま
つ
わ

る
不
祥
事
が
、
連
日
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
導
入
に

向
け
て
旗
を
振
っ
た
、
民
主
党
政

権
時
代
の
責
任
者
の
一
人
、
国
民

民
主
党
の
古
川
元
久
国
会
対
策
委

員
長
は
、
少
し
急
ぎ
過
ぎ
て
お
り

「
急
が
ば
回
れ
」
と
自
身
の
ブ
ロ
グ

に
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
民
主
党

政
権
時
代
の
厚
労
省
政
務
官
だ
っ

た
足
立
信
也
大
分
市
長
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
口
座
ひ
も
づ
け
問
題

に
つ
い
て
「
完
全
に
出
来
上
が
っ
て

か
ら
進
む
よ
り
、
進
み
な
が
ら
問

題
点
を
ク
リ
ア
に
す
る
形
の
方
が

よ
り
正
確
な
も
の
が
で
き
る
」
と

理
解
を
示
す
。
い
ず
れ
も
、
全
面

的
に
は
否
定
し
て
お
ら
ず
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
活
用
に
問
題
が

あ
れ
ば
直
し
て
い
き
な
が
ら
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
け
ば
よ
い
、

と
い
う
考
え
方
だ
。
制
度
を
作
る

に
あ
た
っ
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟

の
判
決
が
あ
り
、
無
理
に
難
し
く

し
過
ぎ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
は
時
間
を
か
け
て
見
直
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。（
峰
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

累
積
で
、
感
染
者
３
１
０
０
万

人
、
死
亡
者
は
６
万
２
０
０
０
人

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。こ
の
影
響
で
、

　

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
は
５
月
22
日
、
２
０
２
３
年
度
定
期
総

会
・
通
常
総
会
に
向
け
た
第
１
１
５
回
理
事
会
と
第
１
３
８
回
常
任

理
事
会
、
第
１
３
２
回
協
同
組
合
理
事
会
を
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

札
幌
（
札
幌
市
中
央
区
）
で
開
催
し
ま
し
た
。総
会
議
案
を
提
案
通
り

承
認
し
、６
月
30
日
の
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

北海道商工連盟定期総会と
同協同組合通常総会を開催
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か
な
な
骨
子
を
以
下
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

  

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
第
８
波
（
昨
年
10
月
〜
本
年

の
１
月
16
日
）を
数
え
、
３
年
間
の



（２）

社
会
経
済
活
動
や
商
工
連
盟
・

協
同
組
合
の
活
動
も
大
き
く
制
約

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
０
２
２
年
は
、歴
史
的

な
イ
ン
フ
レ
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
世
界
の
分
断
が
深
ま

り
、食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
に

拍
車
が
か
り
、為
替
も
10
月
21
日
、

１
ド
ル
１
５
１
円
台
の
32
年
ぶ
り

の
円
安
水
準
を
更
新
す
る
な
ど
、

激
動
の
１
年
で
し
た
。

 

１  

道
商
工
連
活
動

　

中
小
企
業
者
の
政
策
要
求
実
現

へ
、統
一
自
治
体
選
挙
で
立
憲
民
主

党
北
海
道
・
国
民
民
主
党
北
海

道
と
政
策
協
定
を
交
わ
し
ま
し

た
。定
例
道
議
会
終
了
ご
と
に「
民

主
道
民
連
合
道
議
会
報
告
」
を
会

員
・
組
合
員
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
交
流
活
動
は
、コ
ロ
ナ
禍
な
が
ら

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、
交
流
晩
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

機
関
紙
「
道
商
工
連
」
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
情
報
発
信

に
努
め
ま
し
た
。

　

全
国
中
小
企
業
団
体
連
合
会

（
全
中
連
）は
昨
年
、ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
道
商
工

み
出
し
た
付
加
価
値
の
適
正
分
配

と
価
格
転
嫁
の
促
進 

２
．パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

の
実
効
性
向
上

３
．持
続
的
に
賃
上
げ
で
き
る
環

境
整
備  

　

政
府
や
関
係
省
庁
な
ど
へ
の
要

請
に
取
り
組
む
│
と
し
て
い
ま
す
。

１  

道
商
工
連
活
動
の
強
化

　

政
策
要
求
の
実
現
へ
、政
党
サ
イ

ド
か
ら
の『
中
小
企
業
政
策
』の
提

案
な
ど
を
求
め
、引
き
続
き
、立
憲

民
主
党
北
海
道
や
国
民
民
主
党
北

海
道
等
と
の
連
携
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
顧
問
・
相
談
役
と
連
携

し
、
商
工
連
の
組
織
化
や
会
員
拡

大
へ
理
解
と
協
力
を
深
め
ま
す
。

　

交
流
会
や
研
修
会
は
、
相
互
交

流
の
場
と
し
て
規
模
に
こ
だ
わ
ら

ず
開
催
に
努
め
ま
す
。

　

機
関
紙
『
道
商
工
連
』
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
さ
ら
に
掲

載
記
事
等
に
工
夫
を
重
ね
ま
す
。

　

全
中
連
運
動
で
は
全
国
の
仲
間

と
連
帯
・
連
携
に
努
め
ま
す
。

２  

青
年
経
営
者
協
会

　
会
員
の
拡
大
な
ど
へ
連
携
を
深

め
、
国
・
自
治
体
の
制
度
政
策
等

に
つ
い
て
、
各
級
議
員
と
の
意
見
交

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

連
は
引
き
続
き
参
加
し
ま
す
。

２  

道
商
工
連
青
年
経
営
者
協
会

　

９
年
振
り
に
新
会
長
を
選
出
。

会
員
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３  

道
商
工
連
協
同
組
合
の
事
業

　

労
働
保
険
事
務
組
合
の
事
業
や

（
株
）
ト
ー
ア
（
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理

店
）
と
連
携
し
た
保
険
加
入
促
進

や
、
会
員
の
事
業
や
商
品
紹
介
等

で
収
入
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

４  
組
織
の
状
況

　

特
別
賛
助
会
員
の
拡
大
で
12
件

の
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

５  

事
務
所
移
転

　

入
居
の
会
館
の
売
却
で
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
10
月
27
日『
ほ
く

ろ
う
ビ
ル
』に
移
転
し
ま
し
た
。

  

２
０
２
３
年
度
事
業
方
針（
案
）

　

コ
ロ
ナ
・
物
価
上
昇
・
円
安
で
、

幅
広
い
品
目
で
値
上
げ
が
進
み
、

家
計
や
企
業
活
動
の
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会（
中
央
会
）と
日
本
労

働
組
合
総
連
合
会（
連
合
）が
、
共

同
し
て
談
話（
３
月
３
日
）を
発
表

し
ま
し
た
。

１
．サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
生



３

　

協
同
組
合
の
あ
っ
せ
ん
・
紹
介
・

物
資
の
販
売
は
、（
株
）
ト
ー
ア
と

の
提
携
や
、
実
績
あ
る
会
員
・
企

業
ら
と
連
携
し
て
、
紹
介
等
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

４  

福
祉
事
業
の
取
り
組
み

　

介
護
施
設
開
設
の
実
績
等
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
関
係
会
員
ら
と

連
携
を
深
め
ま
す
。

５  

会
員
・
組
合
員
の
組
織
拡
大

　

一
般
会
員
企
業
の
加
入
拡
大
を

進
め
、お
取
り
引
き
企
業
等
へ
の
道

商
工
連
加
入
の
働
き
か
け
に
取
り

組
み
ま
す
。

６  

商
工
連
創
立
50
周
年
事
業

換
会
も
計
画
し
ま
す
。

３  
道
商
工
連
協
同
組
合
の
事
業

　

労
働
保
険
以
外
の
記
帳
代
行
や

事
務
委
託
業
務
の
相
談
・
紹
介
等
、

会
員
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
め
ら
か
な
日
本
語
の
文
章
で

質
問
に
答
え
て
く
れ
る
対
話
型
人

工
知
能（
Ａ
Ｉ
）、「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」
が
話
題
だ
。大
学
で
は
卒
論
や

提
出
リ
ポ
ー
ト
で
の
使
用
を
禁
止

す
る
一
方
、省
庁
や
自
治
体
で
活
用

す
る
試
み
も
あ
る
。

　

欧
米
で
は
個
人
デ
ー
タ
や
、
機

密
の
流
出
の
危
険
性
か
ら
規
制
を

強
化
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
日
本

は
積
極
的
に
推
進
す
る
ス
タ
ン
ス

ら
し
い
。

　

そ
こ
で
、
米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
新
興
企
業
「
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
」の

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
無
料
お
試
し

版
と
、ネ
ッ
ト
上
の
最
新
情
報
が
Ａ

Ｉ
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
の｢

Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ビ
ン
グ
）

　

２
０
２
４
年
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。記
念
式
典
や
記
念
誌

発
刊
な
ど
の
準
備
を
進
め
、
年
内

に
は
、
具
体
的
な
内
容
を
示
せ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

話
題
の
対
話
型
Ａ
Ｉ
を
使
い
比
べ
る

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
か｢

Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ｣

か
？

｣
を
文
章
作
り
に
使
っ
て
み
た
。

　

文
字
で
話
を
す
る
「
チ
ャ
ッ
ト
」

と
い
う
方
式
で
使
う
の
だ
が
、こ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

な
め
ら
か
な
文
章
を
作
る
道
具
で

あ
っ
て
、
正
確
な
情
報
を
提
供
す

る
も
の
で
は
な
い
。

　

実
際
に
自
分
の
名
前
を
打
ち
こ

ん
で
み
た
ら
、
東
京
大
学
文
学
部

卒
の
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど

と
出
て
き
た
。そ
れ
ら
し
い
文
章

を
作
る
の
で
あ
っ
て
内
容
が
正
し

い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　

そ
こ
で
「
札
幌
市
立
〇
〇
中
学

校
の
入
学
式
に
出
席
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
祝
辞
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、実
在
の
中
学
校
名
を
使
っ
て
書

き
入
れ
て
み
た
。す
る
と
、「
こ
ん
に

ち
は
、
こ
ち
ら
は
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
で
す
。

札
幌
市
立
〇
〇
中
学
校
の
入
学
式

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞
の
原
稿
を
作

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。そ
の

場
合
、
以
下
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト

を
含
め
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

・
新
入
生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

の
歓
迎
の
言
葉

・
札
幌
市
立
〇
〇
中
学
校
の
教
育

方
針
や
特
色
に
つ
い
て
の
紹
介

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
目
的
や
内
容
に

つ
い
て
の
説
明

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
参
加
や
協
力
を
呼

び
か
け
る
言
葉

・
新
入
生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

対
す
る
期
待
や
応
援
の
言
葉

　

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
も
と
に
、

原
稿
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
」

　

以
下
に
８
８
０
文
字
ほ
ど
の
祝

辞
の
例
文
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
文
章
を
見
る
と
、「
１
９
４

７
年
に
開
校
し
、
今
年
で
76
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。本
校
は
、『
自
ら 

気
づ
き 

考
え 

実
行
す
る
生
徒
』
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
」と
、
正
確
な
情
報
が
記
さ
れ
て

い
る
。た
だ
、
な
ぜ
か
「
小
中
一
貫

校
」
に
な
っ
て
い
た
。こ
れ
は
ネ
ッ
ト

上
に
な
い
は
ず
の
情
報
だ
。

　

で
も
、
こ
の
ソ
フ
ト
は
、
何
を
参

考
に
し
た
か
を
「
詳
細
情
報
」で
明

ら
か
に
す
る
か
ら
、確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、ほ
と
ん
ど
を
学
校
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
し
て
い

た
。と
こ
ろ
が
、
文
章
の
流
れ
か
ら

相
性
の
い
い
単
語
を
探
し
て
く
る

仕
組
み
な
の
で
、
と
き
ど
き
ウ
ソ
も

混
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
文
章
の
構
成
は
出
来

上
が
っ
て
い
る
の
で
、
誤
り
を
正
し

て
、
自
分
独
自
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
加
え
、あ
り
き
た
り
の
文
章
を
そ

ぎ
落
と
せ
ば
、そ
れ
な
り
に
使
え
る

挨
拶
文
が
出
来
上
が
る
。

　

質
問
を
す
る
前
に
、「
よ
り
創
造

的
に
」「
よ
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」「
よ

り
厳
密
に
」の
３
種
類
か
ら
選
ん
で

回
答
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
は
回
答
は
異
な
る
。今
回
は

「
よ
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」
と
設
定
し

た
も
の
だ
っ
た
。

　

一
方
、Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
方
は
、ど
こ
の
中

学
校
で
も
使
え
る
あ
り
き
た
り
な

も
の
だ
っ
た
。こ
れ
は
、
無
料
版
だ
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
ち
ら

の
Ａ
Ｉ
も
日
々
学
習
し
て
い
る
の

で
、
急
速
に
成
長
す
る
ら
し
い
。じ
ゃ

あ
、ど
ち
ら
が
使
い
や
す
い
の
か
。今

回
の
使
用
感
で
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
情

報
源
が
詳
細
情
報
で
表
示
さ
れ
る

｢

Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
方
が
安
心
に
思
え

た
。だ
が
、
ど
ち
ら
に
も
得
意
、
不

得
意
が
あ
る
ら
し
い
。（
青
）



（４）
　
「
中
小
企
業
の
日
」
は
２
０
１
９

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

も
あ
っ
て
、ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
広

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

存
在
意
義
や
魅
力
を
発
信
し
、
正

し
い
理
解
を
広
く
醸
成
す
る
国
民

運
動
と
し
て
提
供
し
て
い
く
た
め
、

中
小
企
業
基
本
法
（
１
９
６
３
年

制
定
）
の
公
布
・
施
行
日
で
あ
る

７
月
20
日
を
「
中
小
企
業
の
日
」、

７
月
の
１
カ
月
間
を
「
中
小
企
業

魅
力
発
信
月
間
」と
し
ま
し
た
。

　

官
民
で
集
中
的
に
関
連
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
で
す
が
、
本

年
の
関
連
行
事
は
、
近
日
中
に
中

小
企
業
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
ま
だ
内
容
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
北
海
道
中
小
企
業
家

同
友
会
が
「
２
０
２
２ 

中
小
企
業

魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」
を
札
幌
市

内
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以

外
の
取
り
組
み
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

中
小
企
業
基
本
法
が
定
め
る
中

予
報
士
は
見
ら
れ
た
く
な
い

雨
宿
り

赤
い
糸
い
つ
か
リ
ー
ド
に
さ

れ
ち
ま
い

お
ご
そ
か
な
気
分
豆
腐
手
に

の
せ
て

白
の
字
を
落
と
し
て
割
っ
た

よ
う
な
臼

雑
が
つ
く
好
き
な
言
葉
は
雑

収
入

言
わ
ず
お
く
言
え
ば
薬
が
増

え
る
か
ら

「
ズ
ボ
ン
ど
こ
？
」「
パ
ン
ツ

売
り
場
に
ご
ざ
い
ま
す
」

オ
リ
パ
ラ
を
汚
し
ま
く
っ
て

猶
予
つ
く

誰
だ
ろ
う
ノ
ッ
ク
５
回
は
ビ

ビ
り
ま
す

び
っ
く
り
だ
南
沙
織
に
孫
が

居
た

爺
７
僕
ら
毎
月
や
っ
て
ま
す

割
烹
着
戦
闘
服
と
い
う
女
将

何
に
つ
け
ジ
ャ
パ
ン
何
位
か
気

に
か
か
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
し
ゃ
も
じ
の
置

き
場
思
案
中

時
代
劇
話
す
間
は
切
り
込
ま

ず　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

７
月
20
日
は「
中
小
企
業
の
日
」

中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
に
は
イ
ベ
ン
ト
も

小
企
業
と
は
、
製
造
業
は
資
本
金

が
３
億
円
以
下
ま
た
は
従
業
員
が

３
０
０
人
以
下
、
サ
ー
ビ
ス
業
は

資
本
金
が
５
０
０
０
万
円
以
下
ま

た
は
従
業
員
が
１
０
０
人
以
下
で

す
。中
小
企
業
庁
に
よ
る
と
、
日
本

の
全
企
業
者
数（
２
０
１
６
年
）は

３
８
６
万
４
０
０
０
事
業
者
、
中

小
企
業
は
３
８
５
万
３
０
０
０
事

業
者
で
、
企
業
全
体
に
占
め
る
割

合
は
99
・
７
％
。従
業
員
数（
２
０

１
４
年
）は
全
国
で
４
７
９
３
万
・

５
千
人
、
中
小
企
業
の
従
業
員
数

は
３
３
６
１
万
人
で
占
め
る
割
合

は
70
・
１
％
で
す
。ま
さ
に
中
小

企
業
は
日
本
経
済
を
支
え
る
屋
台

骨
で
す
。

　

２
０
１
０
年
６ 

月
に
「
中
小
企

業
憲
章
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、全
道

各
地
で
中
小
企
業
憲
章
の
地
域
版

と
い
わ
れ
る
「
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
」づ
く
り
が
広
が
り
、
昨
年

５ 

月
末
現
在
、
道
内
で
は
61 

の
自

治
体
で
理
念
型
の
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。


